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「教育 DX 時代に求められる授業設計」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【開催日時】 ２０２５年８月２日（土） 14：00～15：30 

【実施方法】 Web 会議システム「Zoom」によるオンライン配信 

【対 象 者】 大学コンソーシアム市川参画大学及び他大学教職員等 
・職員は SD 研修会として実施します。 

・202４年度活動報告会には、地域の皆様もご参加いただけます。 

・参加費は無料です。 

 

【プログラム】※詳細は裏面に記載 

第一部 202４年度活動報告会（14：00～14：35）  

第二部 202５年度第 1 回共同 FD 研修会（14：35～15：30） 

「教育 DX 時代に求められる授業設計」 
 

【申込方法】 202５年 7 月 29 日(火)までに、以下の URL または 

QR コードよりお申し込みください。   

https://tu.cuc.jp/p86kemu 

※大学コンソーシアム市川参画大学教職員は、 

所属大学の担当窓口に直接お申込みください。 
 

【問合せ先】  大学コンソーシアム市川事務局 

（〒272-8512 市川市国府台１－３－１ 千葉商科大学内 社会連携推進課） 

TEL 047-320-8667    E-mail jim-consortium-ichikawa@cuc.ac.jp 

 

【主   催】  大学コンソーシアム市川産官学連携プラットフォーム 

 

 

大学コンソーシアム市川産官学連携プラットフォームでは「202４年度活動報告会」「202５年度第 1 回共同

FD 研修会」を実施いたします。 

第一部の「202４年度活動報告会」では、昨年度に実施した主な事業の活動成果を報告いたします。 

第二部は「教育 DX 時代に求められる授業設計」をテーマに、共同 FD 研修会を実施いたします。 

近年の教育現場では、進化するデジタル技術の活用や学修者主体の学びを実現する授業設計が求められて

います。本研修会では、AI や DX（デジタルトランスフォーメーション）を取り入れた授業の実践事例を通して、学修の質

を高める取り組みや高等教育における効果的な授業改善を考える機会とします。 

視聴には事前登録が必要となります。以下の概要を確認のうえ、お申込みください。 

参加無料 

事前登録制 

 
 

mailto:jim-consortium-ichikawa@cuc.ac.jp


【プログラム詳細】 

全体進行：東京経営短期大学 こども教育学科教授 佐久間 康 

 

 

第一部 202４年度活動報告会（14：00～14：35） 

挨 拶 大学コンソーシアム市川 会長    千葉商科大学学長  宮崎 緑   

報告会 

大学コンソーシアム市川 推進委員会委員長 千葉商科大学教授  朽木 量  

共同研究報告 

「共生のための文化芸術プログラム（ACCS = Art and Culture for Convivial Society） 」 

研究代表者 和洋女子大学人文学部准教授 小野 真嗣   
(研究期間；202３年 10 月～202４年 9 月 ※2022 年 10 月より継続) 

 

本共同研究の目的は、文化芸術を通じた地域コミュニティを活性化することにあります。具体的には、参

加機関の学生たちによる主体的な企画と運営に基づき、地域における文化活動の活性化を実現するこ

とを通して、住民たちの交流と地域定着を促進し、包摂的な「共に生きる場」としての地域コミュニティ

を醸成することです。 

今回の報告では、本共同研究の 2 年目にあたる 2023 年度の活動と全体の成果、反省点について報

告します。 

第二部 202５年度第 1 回共同 FD 研修会  

「教育 DX 時代に求められる授業設計」（14：35～15：30） 

講演１ 

「DX や数理・データサイエンス・AI を活用した効果的な授業方法」   

千葉商科大学 総合政策学部准教授 長尾 雄行  
（担当科目；「インターフェイス設計論」他）  

 
千葉商科大学では、社会科学系の文系学生を対象に、デジタルスキルを修得させる科目として「モデル・

シミュレーション」および「インターフェイス設計論」を設置しています。これらの科目では、DX（デジタルト

ランスフォーメーション）や数理・データサイエンス・AI の入門的な内容を扱っており、学生が実社会で求めら

れる実践的スキルを身につけることを目指しています。本発表では、ブレンド型（対面とオンラインの併

用）授業として実施しているこれらの講義科目の設計方針と実施結果について報告します。また、ゼミナ

ール形式の授業における生成 AI の活用事例についても紹介し、教育実践における新たな可能性を考

察します。     

講演２ 

「AI を積極的に利用する新しい教育プログラムの開発」 

和洋女子大学 全学教育センター教授 鬘谷 要  
（担当科目；「色彩の科学」「繊維学」 他）    

 
和洋女子大学では 2026 年春に AI ライフデザイン学部・学科を開設致します。AI を賢く正しく人のた

めに使うことで、人に優しい未来を創ることを目指します。この新しい学部・学科の設計思想をご紹介す

ると共に、我々が認識している AI の現状と限界、この分野での教育の意義、我々が育てる人材像、実

際の社会のニーズ等についてご紹介します。また、開講中の科目「AI・データサイエンス基礎」「数理と発

想」から教育の実例もご紹介します。 

総  括 大学コンソーシアム市川 副会長 和洋女子大学学長 金子 健彦 

●コンソーシアムとは、法人・団体などが特定の目的のために結成される共同体をいいます。 

●「大学コンソーシアム市川産官学連携プラットフォーム」は、市川市、市川商工会議所及び市川市内にある６大学（和洋女子大学、千葉商科大

学、東京科学大学、昭和学院短期大学、東京経営短期大学、環太平洋大学国際経済経営学部）により形成され、地域の高等教育及び地域社

会の発展に寄与することを目指しています。 

●本 FD は、東京経営短期大学、環太平洋大学国際経済経営学部、千葉商科大学が担当校として運営いたします。 




